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1．はじめに 

診放射線技師養成校では，すべての学生に対して免許を取

得させることが重要であり，常に国家試験対策に奔走してい

る[1]．しかし，現状では国家試験を受験するすべての者が合

格できる状況ではない．これにはさまざまな原因があるもの

の，その対策として学生に対してより適切な学習計画を設定

すると同時に，学生のモチベーションを維持しながら効果的

な教育を行うことが望まれる[2]．診療放射線技師養成校では

さまざまな試験が行われるが，その目的は免許取得につなが

る必要な知識が身についているかを確認し，国家試験に合格

可能か評価するため重要な位置を占めている． 

これらを背景に本研究では教育支援システムから得られた

学習活動量（以下，学習スコア）と定期試験成績との関連を

明らかにすることを目的とした． 

 

2．対象と方法 

対象となる学生は20××年に診療放射線技師養成校Aにお

いて3年生であった67名である．実施科目は放射線Bで，当

該学年の必修科目になっており診療放射線技師国家試験の対

象科目になっている. 

2-1 Key Words Meeting 

本研究では教育研修支援システムKey Words Meeting（以下，

ＫＷＭ）のWeb版を使用した．ＫＷＭとは授業において教員が

伝えようとした内容がどの程度伝わっていたかを定量的に測

定し，その後の継続的な指導や学習に役立てるために開発され

た教育研修支援ツールである[3-5]． 

2-2 学習スコアと配点 

 放射線Bに関する学習スコアを科目担当者が配点設定を行っ

た.学習スコアの評価項目は社会性，提出，継続学習の3分野21

項目であり，社会性の3項目，授業後の11項目，フィードバッ

クの7項目とした．学習活動の有無を点数化し，学習スコアを

構成する各項目について基本点と追加点を設定した．基本点と

は履修のために基本となる活動に対する配点とした．各学生に

対し，授業ごとに得られる3分野の合計点を学習スコアとして

算出し，126点を満点とした． 

2-3 研究の承諾 

導入にあたってはＫＷＭの特徴，使用目的，個人情報保護の

説明を行い，承諾を得た． 

2-4 統計解析 

 統計処理はIBM SPSS Statistics21を用いて解析を行い， 

有意水準を5％とした． 

2-5 検討項目 

①学習スコアと定期試験成績に相関があるか相関係数ρを求

めて検討した． 

②学習スコアの詳細（社会性，提出，継続学習）に相関がある

かρを求めて検討した． 

③定期試験成績が60点未満の成績不振群と60点以上の成績優

良群とに分けて学習スコア及び学習スコアの詳細（社会性，提

出，継続学習）を比較検討した． 

 

3．結果 

①学習スコアと定期試験ρは0.274（p＝0.025）で有意な相関

関係を認めた． 

②学習スコアの提出ρ＝0.256（p＝0.036），継続学習ρ＝0.256

（p＝0.033）で有意な相関関係を認めた． 

③成績優良群と成績不振群で，学習スコア及び社会性,提出,継

続学習の得点はいずれにおいても有意差は認めないが,成績優

良群が高い傾向であった． 

 

4．考察 

ＫＷＭは従来の予習復習といった連続した学習の実施を考

え方の基盤とし，授業外の学習及び指導に関連する行動を継続

的かつ定量的に測定するツールである．本研究では学習活動量

が多いほど定期試験成績が良好であることが示唆された.学ス

コアの詳細に関しては提出は出席が配点上，大きな割合を占め

るが,学生の出席率は高い為,それ以外のノート及び気づきな

どの提出が多い学生が良好な定期試験成績に反映したと考え

られた.また継続学習も相関関係が認められた.公開されたノ

ート及び気づきなどの閲覧行為が多いものが定期試験成績に

反映したと考えられた. 



 

 

5．結論 

本研究において，診療放射線技師養成校の学生の学力試験の

成績と学習スコアとの間に関連が確認された． 学習スコアは

成績不振者の早期発見，早期対応などのスクリーニング的な

役割を担う事が可能であることが示唆された．学習活動を定

量化することで，学生の授業外の学習活動に早い段階から介

入し，対応することが可能となり，授業開講期間中において

も学習能力，意欲を高めることが期待できる． 
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